
　縄文時代後期に始まったとされる稲作は、弥生時

代には区画や水路が整備されてきたといわれていま

す。奥川の地域もこれと時を同じくして稲作が発展

したと想像されます。「大堰」ともいわれる「五ケ

村堰」の開
かい

鑿
さく

時期は、江戸時代初期の延宝７年

（1673）に作成された「吉
よしだぐみせきつつみおんあらためちょう

田組堰堤御改帳」に記載

があることから、それ以前であることは間違いあり

ません。小屋集落内の奥川左岸を取水口とし、新町

集落南までの５㌔余りを流れ、およそ 30 町歩の水

田を潤してきました。「幅３尺、深さ３尺」という

この堰の水は、生活用水としても活用され、沿線に

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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」物語
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↑取水した水が流れる五ケ村堰
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住む家庭では、鍋釜を洗い、風呂水として汲
く

み、野良着の洗濯などに

も利用し、とても重要な存在だったのです。また、中町集落にあった

小中学校では多くの子どもたちの飲料水として使われ、さらに防火用

水としての役割も大きなものがありました。この堰周辺の集落は、飯

豊山を源流とする奥川のつくった河岸段丘上にあり、地下水が乏しく、

開発や生活はこの堰への依存度が非常に高かったのです。

　今ではこの堰に関わる小屋・宮野・真ケ沢・中町・新町の 5集落

が代表者をもって委員会を組織し、毎年 “ 堰上げ ” や “ 堰草刈り ” を

行うなど管理・保全に努めています。

　このように地域住民と大きな結び付きをもって大切にされてきた堰

も、４００年の歴史を経た今、人口減少と農業離れ・農地の耕作放棄
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を前に大きな試練の時期を迎えています。地域を支えてきた歴史ある

この堰の流れが止まる日が来ないことを願うばかりです。
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